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＜連絡事項＞

・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・瀧澤　杏奈様～昨日準夜帯で意識レベル低下あり。田名部Drより点滴は終了抜針、タスモリン(1)2T 1×昼で4日分処方となる。また、本日昼よりルーラン(8)1T昼食後のみ除剤の指示となる。

・工藤　謙一様～食事摂取出来ているため、田名部Drより点滴は終了抜針、興奮する可能性ある為、リントン筋注と拘束は継続の指示あり。

・小出　秀男様～排便-8日目にて馬渡Dr報告しGE浣腸60ml処方・施行。

・本堂　秀夫様～排便-4日目にて馬渡Dr報告しセンナリド3T+桃核承気湯2P処方。

・水野　和子様～排便-7日目。食事摂取量少ない為、馬渡Dr報告しセンナリド2T処方。

・川村　早苗様～排便-5日目にてシンラック液1本処方、便秘時継続指示が追加となる。

　　　　　　　　また、拒薬あること報告し、拒薬時経過観察の指示となる。

・中島　とし様～排便-5日目にて馬渡Dr報告しセンナリド2T処方。

・阿部　憲幸様～本人の状態報告し、本日分の点滴は終了後抜針、明日は抗生剤の点滴1本施行の指示あり処方となっている。週末に食事摂取量が少なくなる場合には日直のDrより点滴の指示受けをするようにとの事。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～時間隔離中。来詰しては女性スタッフへの性的・妄想様の発言聞かれ、しつこさあり。又、窓越しにBユニットへ投げキスをしており、日課の遅れも目立つ。表情の硬さも見られている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～時間隔離中。午前中はホールでの居眠り見られている。昼食後より奇声上げ、ホール内を徘徊しているが他者トラブルは無く経過。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・工藤　謙一様～身体拘束継続中。食事摂取出来ており、服薬も拒否は無い。自殺企図は無い。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・中居　松男様～午前は自室にて臥床し過ごされ、居眠り見られている。昼食後より大声で叫び、介入に対しての易怒牲見られている。又、着用していた衣類が気に入らないと話し、脱衣行為見られている。他者トラブルは無く経過。

・滝沢　繁倫様～食事摂取出来ており、服薬拒否は無い。帰宅要求やドア叩き等不穏さは目立たず、対応穏やか。

・田屋　サヨ様～食事摂取出来ており、服薬は自ら来られ、拒否無く内服している。収集行為は無い。

・宮地　久美子様～多弁・多動さあり、他者と口論になりかける事あるが、介入にて距離を取り、トラブルには至らず。スタッフへの対応は穏やか。10:30指示の脳波・心電図・胸部レントゲン施行している。

・居ヶ内　よね様～立ち歩き多く、多動さあり。又、食事は摂取しているが、終了後に「食べてないよ」と忘れている事あり。説明にも理解は乏しく、帰宅要求聞かれている。

・川村　早苗様～各食全量摂取。午前の入浴は促しにて拒否無く行っている。朝食後薬は時間置いて促しにて服用。昼食後薬は再三促しにも拒否強く、拒薬している。主治医へ報告し、昼食後薬は除剤、経過観察の指示となっている。

・中島　とし様～各食1/3～2/3程摂取。バイタルサイン異常無し。顔面・上肢の浮腫は軽減、下肢の浮腫は持続している。声掛けへの対応穏やか。

・阿部　憲幸様～昼食前、排泄に関する訴え聞かれ、食事も一時的に拒否あったが、対応にて落ち着き、食事も介助にて全量摂取出来ている。

・水野　和子様～各食主食・副食数口ずつとメイバランスのみ摂取。服薬拒否無く行う。

介入への抵抗・拒否は無い。

・瀧澤　杏奈様～指示にて点滴終了後、抜針。バイタルサイン異常無いが、頭痛・嘔気訴えている。午前来詰し昨日の意識障害前の行動について「自殺しようと思ってシャンプー・糸・歯磨き粉を食べました。もういろんな事(男性の声で否定的な内容を言われる幻聴があるとの事)に左右されるのが嫌になったから」と話す。傾聴・説明には了解され、大部屋へ戻っているが表情の冴えなさは続く。昼食前、自室(個室)で倒れている本人を発見。眼球上転はなく、声掛けにて起き上がっている。以後大部屋へ戻り、臥床している事多い。シャンプー等私物は詰所預かりとし、本人へ説明・了解されている。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・猪石　和宏様～スタッフ・他患者様への話し掛け・干渉あるが過度となる事は無く、切上げる事出来ている。他者トラブルは無い。

・吉島　知寿子様～不安感の訴えは無く過ごす。時にテレビを見ながら気分高揚さ見られる事あるが、躁鬱症状や失声等転換症状も無い。日課の際はふらつき無いが、来詰してふらつき･眩暈訴える事あり。9/1準夜帯にて過呼吸起こすことあるが、継続指示服用にて徐々に落ち着いている。以後過呼吸は無い。

・藤井　崇史様～表情硬く、眼光鋭さ見られている。又、タバコの残数について確認に

来られ、残数伝えると「タバコ盗まれました。書いておいてください。」と妄想様の発言聞かれている。他者トラブルは無い。

